
 

 

 

 

 

 

 

          

令和６年度スタート！ 
新入生８名を迎え、全校児童８８名で令和６年度がスタートします。本年度も向陽学府４校が、

学府（学校）教育目標に向かい、知・徳・体のバランスのとれた子供たちを育てるため、授業を中

心とした様々な教育活動を行っていきます。「地域の宝」である子供たちを育てるためには、日々

の授業が第一であり、授業で子供たちの学力を伸ばし、心も育てられるよう、職員一丸となって教

育の推進に努めてまいります。子供たち一人一人の健やかな成長のために、本校の教育方針に御理

解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

１．令和６年度 １学期始業式 校長の話 
 

進級おめでとうございます。今日から新しい岩田小が 88人の 

岩っ子と 24人の先生方でスタートします。 

４月、５月は芽のステージです。「い」「め」「ね」「ゆ」「が」 

この５つの文字を並べかえると、芽のステージのキーワードが 

２つ表れます。何でしょうか？ 

そうです、「夢・願い」です。 

夢や願いは「口に出して言葉にすると、叶いやすい」と言われています。その理由をある経済学

者がこう言っています。「口に出したほうがいい理由は２つあります。１つ目は、口に出すと、夢

や願いを叶えた自分を想像しやすくなるからです。夢をかなえた自分を想像すると、前向きな気持

ちになります。２つ目は、夢や願いを応援してくれる人が自然と現れてくるからです。夢や願いを

叶えることは一人ではなかなか難しいので、とても助かります。」 

３学期、和毅先生から「トイレのスリッパをきれいにしたいです。」というお願いの放送があっ

たことを覚えていますか？ある日、トイレのスリッパの整頓が気になって、私が男子トイレに入ろ

うとすると、ある岩っ子が「校長先生、ちょっと待って。あとは OK です。」と OK サインを出し

て私を追い出しました。その後、しばらくの間スリッパがきれいにそろっていました。きっと、他

にも整頓している岩っ子や脱ぎ方を気を付けている岩っ子が増えてきたのでしょう。和毅先生の願

いに応援してくれる人ができたのですね。 

夢や願いをもつことが得意な人は、どんどん口に出していきましょう。そういえば、去年４年生

の帰りの会で、私が「将来、なりたいものがある人」と聞いたら、ほとんどの岩っ子が手を挙げて

発表したので、びっくりしました。 

でも、夢や願いがうまく見つからなくても焦らないでください。ひょっとしたら、人より時間が

かかる人がいるかもしれません。岩田小の合言葉は「志をもち 進んで考動する子」ですよね。岩

田小で過ごしていれば、志や目標をもつチャンスがたくさんありますし、先生方は一生懸命手伝い

ます。また、誰かの目標や夢、願いを叶えるお手伝いもいいですね。きっとヒントが見つかるはず

です。 

芽のステージ、これから学級目標を決めていきます。ここでも自分なりの願いがもてるといいで

すね。そして、学級目標が決まったら、授業や行事などの場面で、その目標を口に出していけば、

学級の夢や願いに近づいていくことになりますね。 
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２．令和６年度 岩田小職員の紹介  

新しい職員を加え、「チーム岩田」気持ちも新たに頑張ります。よろしくお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．令和６年度 学府教育目標 
 

 

 

 

「夢をもち、共に輝き」は、向陽学府の子供たちに「寛容」「自立」「創造」の態度が備わる

ことにより実現する児童・生徒の姿を指しています。 

子供たちは互いに試行錯誤したり、さまざまな取組を行ったりすることを通して「ひと」「も

の」「こと」とふれあい、かかわりあいながら、その中で他者をいたわり互いの良さや違いを認

め合う（あい）。また、思いや考えを積極的に発信し伝えあい、ひびきあいながら次のステップ

へと進んでいきます。さらに、自分を律しながら学校や地域のさまざまな人たちと出あい、双

方向で高めあいの関係を築きながら個性伸長を図っていきます。あわせて、自分の特性を学校

や地域で役立たせることで、自分が将来的に生きていく意味を見つけます。児童生徒は、教育

活動のあらゆる場面でさまざまな「あい（合い）」を体得していく。そこで、あふれる「あい

（合い）」の中で成長するとともに、「あい（愛）」にあふれる児童・生徒に成長してほしいとい

う期待を向陽学府教育目標の中に組み込みました。 

 

４．岩田小の合言葉 
 

 
 

 

子供たちが、主体的に学び、仲間と協力し、心身の伸長を目指し、常に目標をもって自ら考

えながらよりよい行動をすることができるように教育活動を展開していきます。その具現化の

ために、「知」「徳」「体」の３つの視点で、発達の段階に応じた〇〇あいが生まれる効果的かつ

柔軟な取組を行います。 

合言葉を受けて、子供たちは学年ごとに「学級目標」を考えていきます。どんな自分・クラ

スになりたいか、具体的な姿で考えます。どんな学級目標ができるでしょうか。今年の岩っ子

の成長が楽しみです。 

 

５．本校の制服の扱い  
向陽学府小中一体に向けて、令和６年度から本校の服装を自由といたします。２年生から６年  

生は、これまでの制服を着用しても構いません。 

校 長 相場 誠 ６年担任 中嶋 将希 非常勤講師 田中 達也 

教 頭 中村 美保 おおぞら担任 鈴木 和毅 教育支援員 春山 智美 

教務主任 佐藤 康光 そよかぜ担任 山本 大介 教育支援員 海田こずえ 

１年担任 弓桁 綾花 養護教諭 新津 瑠花 SSS 渥美 悦子 

２年担任 密岡 祐子 学校事務 皆田 知子 調理師 守谷 直美 

３年担任 齋藤 絢子 学校事務 川合 篤子 調理師 冨田みさ枝 

４年担任 赤堀 哲也 用務員 平野 稔 調理師 中村 澄代 

５年担任 内山 範子 非常勤講師 大場 基博 調理師 平野 美穂 

※SSS とはスクール・サポート・スタッフの略です。 

学府（学校）教育目標   

夢を持ち、共に輝き、「あい」があふれる児童・生徒 

 

  志をもち 進んで考動する子 

志…常に目標をもって   考動…自ら考えて取り組む 
 

 


